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は
 
じ
 
め
 
に
 
 

■
，
、
 
 
 

没
理
想
論
争
に
関
す
る
論
は
、
今
ま
で
に
相
当
数
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
が
、
細
部
の
解
釈
に
つ
い
 
 

て
、
共
通
の
理
解
を
持
っ
た
上
で
な
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
え
は
、
必
ず
し
も
そ
う
と
も
言
え
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
論
争
全
厳
に
 
 

わ
た
る
論
は
、
細
部
の
解
釈
に
立
脚
す
る
も
の
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
論
は
 
 

没
理
想
論
争
全
体
に
わ
た
る
細
部
の
注
釈
と
そ
の
検
討
を
ま
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
注
釈
や
検
討
は
、
 
 

必
ず
し
も
十
分
に
為
さ
れ
て
い
る
と
ほ
い
え
な
い
。
無
論
、
先
学
に
よ
る
貴
重
な
業
績
が
あ
り
、
本
注
釈
で
取
り
上
げ
る
評
論
に
も
 
 

既
に
、
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
没
理
想
論
争
の
一
部
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
鴎
 
 

外
遵
遥
と
い
う
論
争
主
体
両
者
に
及
ぶ
も
の
で
ほ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
の
ご
と
き
浅
学
の
着
で
あ
っ
て
も
、
一
人
の
人
間
が
、
 
 

こ
の
論
争
全
般
に
つ
い
て
の
、
鴎
外
・
遭
造
両
者
に
わ
た
る
注
釈
を
、
た
と
え
叩
台
と
し
て
も
企
図
す
る
こ
と
に
い
く
ら
か
の
意
義
 
 

は
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
先
行
の
注
釈
と
重
複
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、
同
様
の
内
容
で
あ
る
場
合
に
は
、
語
釈
及
び
固
有
名
詞
に
関
す
る
の
注
釈
は
 
 

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

（
1
）
 
昭
和
三
五
年
ま
で
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
谷
沢
永
一
「
没
理
想
論
争
研
究
文
献
史
」
（
『
明
治
期
の
文
芸
評
論
』
八
木
書
店
、
昭
和
四
六
）
は
 
 

調
確
約
で
あ
る
。
 
 
 

没
理
想
論
争
注
釈
稿
（
一
）
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没理想論争注釈稿（1）  

1
，
－
、
 
 

シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
脚
本
評
註
緒
言
 
 

（
2
）
 
 
 

シ
ェ
・
－
ク
ス
ビ
ヤ
が
脚
本
と
称
せ
ら
れ
た
る
う
ち
、
確
か
に
彼
れ
が
作
と
定
ま
れ
る
も
の
、
お
よ
そ
三
十
六
篇
に
余
れ
り
。
一
千
 
 

五
百
八
十
八
年
（
作
者
二
十
四
歳
の
時
）
よ
り
一
千
六
百
十
三
年
ま
で
の
作
な
り
。
作
者
ほ
一
千
五
百
六
十
四
年
に
生
ま
れ
て
、
同
 
 

六
百
十
六
年
に
五
十
二
歳
に
て
み
ま
か
り
ぬ
れ
ば
、
絶
筆
は
四
十
八
九
歳
の
時
な
り
し
な
ら
ん
。
す
な
は
ち
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
が
著
 
 

作
の
時
期
は
、
お
よ
そ
二
十
五
年
な
り
。
そ
を
、
彼
が
作
に
現
わ
れ
た
る
伎
廟
、
結
構
、
着
想
等
の
異
同
を
元
と
し
て
大
別
す
れ
ば
、
 
 

（
3
）
 
 

四
期
と
な
る
。
第
一
期
は
彼
れ
が
修
業
期
と
も
い
ふ
べ
き
時
に
て
、
即
ち
諷
刺
詰
訣
を
主
と
し
た
る
喜
劇
と
、
『
ロ
ミ
オ
・
エ
ン
ド
 
 

・
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の
悲
劇
と
を
作
り
し
時
代
な
り
。
第
二
期
は
史
劇
と
快
活
な
る
喜
劇
と
を
作
り
し
時
代
、
第
三
期
は
深
刻
な
る
 
 

悲
劇
と
表
ほ
快
活
に
し
て
裏
ほ
赦
酷
な
る
喜
劇
と
を
作
り
し
時
代
、
第
四
期
は
沈
静
厳
粛
に
し
て
、
し
か
も
優
美
爽
快
な
る
悲
喜
混
 
 

交
の
劇
を
作
り
し
時
代
な
り
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
著
作
は
此
の
四
期
に
於
て
著
き
異
同
あ
り
。
着
想
の
優
劣
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
 
 

伎
傭
、
結
構
に
も
書
き
差
異
あ
り
。
此
の
故
に
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
知
ら
ん
と
せ
ば
、
少
く
と
も
、
此
の
四
期
に
就
き
て
、
お
の
 
 

く
一
二
篇
づ
つ
は
読
ま
ざ
る
を
得
ず
。
例
へ
ば
、
第
一
期
の
代
表
と
し
て
は
、
彼
れ
が
処
女
作
と
み
づ
か
ら
称
せ
し
『
ギ
ー
ナ
ス
 
 

・
エ
ン
ド
・
ア
イ
ス
』
と
い
ふ
叙
事
の
詩
、
兼
ね
て
は
『
ロ
ミ
オ
・
エ
ン
ド
・
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
な
ど
、
第
二
期
の
代
表
と
し
て
は
 
 

『
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ン
』
、
『
ヘ
ン
リ
1
四
世
』
、
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
な
ど
。
又
『
マ
ル
チ
ャ
ソ
ト
・
オ
ブ
・
ベ
ニ
ス
』
な
ど
。
第
三
 
 

期
の
代
表
に
は
、
所
謂
四
大
悲
劇
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
、
『
マ
ク
ベ
ス
』
、
『
リ
ー
ヤ
』
、
『
オ
セ
ロ
ー
』
 
な
ど
。
第
四
期
の
代
表
に
は
、
 
 

『
テ
ム
ペ
ス
ト
』
、
『
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
・
テ
ー
ル
』
な
ど
。
但
し
是
れ
は
只
予
が
卑
見
に
よ
り
て
選
り
い
で
た
る
の
み
。
選
択
ほ
人
々
 
 

の
見
る
所
に
よ
り
て
異
な
る
ペ
し
。
 
 

（
1
）
 
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
脚
本
評
註
・
『
早
稲
誓
文
学
』
創
刊
号
（
明
治
二
四
・
一
〇
）
巻
頭
に
掲
載
。
の
ち
「
『
マ
ク
ベ
ス
評
釈
』
の
緒
言
」
と
改
 
 

題
さ
れ
て
『
文
学
そ
の
折
々
』
（
明
治
二
九
・
九
）
に
収
録
。
「
シ
ェ
・
l
ク
ス
ビ
ヤ
脚
本
評
註
」
及
び
「
我
に
あ
ら
ず
し
て
汝
に
あ
り
」
（
明
 
 

治
二
四
・
一
一
）
に
対
し
て
鴎
外
が
「
山
房
論
文
／
其
七
 
早
稲
田
文
学
の
没
理
想
」
、
「
山
房
論
文
付
録
／
其
一
言
を
取
ら
ず
」
（
『
し
が
ら
み
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シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
研
究
の
方
法
よ
り
い
へ
ば
、
第
一
期
、
第
二
期
と
順
序
を
追
う
て
評
釈
す
る
か
た
穏
当
な
る
べ
け
れ
ど
、
思
ふ
 
 

、
－
・
＼
 
 由
あ
れ
ば
、
態
と
第
三
期
の
作
よ
り
は
じ
む
ペ
し
。
其
の
故
は
、
第
一
期
の
作
に
は
、
語
呂
、
口
合
等
多
け
れ
ば
解
釈
す
れ
ば
と
 
 

て
、
英
語
を
知
ら
ぬ
人
に
は
、
到
底
会
得
せ
ら
る
ま
じ
き
故
な
り
。
而
し
て
此
の
註
釈
は
英
語
を
知
ら
ぬ
人
に
も
、
多
少
の
参
考
に
 
 

、
‥
、
 
 

な
れ
か
し
と
て
す
る
な
れ
は
、
予
が
本
意
に
た
が
へ
り
。
さ
て
又
第
二
期
の
作
も
喜
劇
を
置
き
て
い
へ
ば
、
英
国
史
に
疎
き
人
に
 
 
 

草
紙
』
明
治
二
四
二
二
）
で
駁
論
を
加
え
た
の
を
没
理
想
論
争
の
端
緒
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
定
説
に
従
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
「
シ
 
 

ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
脚
本
評
註
」
よ
り
注
釈
を
始
め
る
こ
と
に
す
る
が
、
没
理
想
論
争
の
前
哨
敏
は
さ
ら
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
重
松
泰
雄
 
 

「
没
理
想
論
争
」
（
『
解
釈
と
鑑
質
』
昭
和
四
五
・
六
）
は
、
連
造
の
「
小
説
三
沢
」
（
明
治
二
三
二
二
）
、
「
梅
花
詩
集
を
読
み
て
」
（
明
治
 
 

二
四
二
二
）
、
「
梓
神
子
」
（
明
治
二
田
・
五
六
）
及
び
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
鴎
外
の
「
山
房
論
文
／
英
一
邁
進
子
の
新
作
十
二
番
中
既
発
 
 

四
番
合
評
、
梅
花
詞
集
評
及
梓
神
子
」
（
明
治
二
四
・
九
）
の
批
評
を
ま
と
め
て
い
る
。
「
新
作
十
二
番
中
既
発
四
番
合
評
」
に
つ
い
て
ほ
、
 
 

日
本
近
代
文
学
大
系
「
坪
内
迫
違
集
」
（
角
川
書
店
）
に
、
「
山
房
論
文
／
英
一
邁
進
子
の
新
作
十
二
番
中
既
発
四
番
合
評
、
梅
花
詞
集
評
 
 

及
梓
神
子
」
は
同
じ
く
日
本
近
代
文
学
大
系
「
森
鴎
外
集
」
（
角
川
書
店
）
、
及
び
三
好
行
雄
に
よ
る
近
代
文
学
注
釈
大
系
「
森
鴎
外
」
（
昭
 
 

和
四
一
、
有
精
堂
）
に
詳
し
い
注
釈
が
あ
る
。
な
お
、
谷
沢
永
一
「
論
理
に
勝
っ
て
気
合
い
負
け
遣
造
」
（
『
新
潮
』
昭
和
五
六
・
八
）
ほ
、
 
 

『
し
が
ら
み
草
紙
』
の
創
刊
時
（
明
治
二
二
・
一
〇
）
 
に
す
で
に
『
小
説
神
髄
』
 
へ
の
批
判
が
あ
っ
た
と
播
摘
。
小
倉
斉
「
鴎
外
・
適
造
対
 
 

立
の
淵
源
」
（
『
淑
徳
国
文
』
昭
和
六
一
二
）
は
、
特
に
「
現
代
諸
家
の
小
説
論
を
読
む
」
（
『
し
が
ら
み
草
紙
』
明
治
二
二
二
〇
）
を
取
 
 

り
上
け
て
、
『
小
説
神
髄
』
に
対
す
る
批
判
悪
感
を
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

（
2
）
 
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
・
造
造
の
没
理
想
論
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
研
究
と
近
松
の
世
話
物
批
評
の
過
程
で
成
立
し
た
。
石
田
忠
夫
「
坪
内
迫
秦
研
 
 

究
」
（
昭
和
六
三
年
、
九
州
大
学
出
版
会
）
ほ
「
没
理
想
論
は
、
人
情
を
如
何
に
描
け
ば
作
品
は
普
遍
性
を
も
つ
の
か
と
い
う
課
題
に
対
す
 
 

る
答
え
で
あ
っ
た
。
個
と
普
遍
の
問
題
に
対
し
て
、
個
が
そ
の
個
性
を
客
観
に
埋
没
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
客
観
性
と
い
う
普
遍
を
獲
得
し
 
 

う
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
（
第
一
部
六
章
）
」
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
以
下
の
人
名
、
作
品
に
つ
い
て
は
、
日
本
近
代
文
学
大
系
を
参
照
さ
 
 

れ
た
い
。
 
 

（
3
）
 
そ
を
‥
…
由
期
と
な
る
・
近
代
文
学
大
系
は
ダ
ウ
デ
ン
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
劇
作
史
を
、
修
業
期
、
飛
躍
の
時
、
悲
劇
時
代
・
完
成
期
 
 

の
四
期
に
分
け
た
こ
と
に
従
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
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或
ひ
は
大
体
を
知
ら
せ
ん
と
な
ら
ば
、
管
々
し
き
註
釈
よ
り
は
、
親
密
厳
正
な
る
翻
訳
を
掲
ぐ
る
か
た
優
れ
り
と
い
ふ
人
も
あ
る
 
 

べ
け
れ
ど
、
そ
は
予
の
如
き
議
才
不
文
の
も
の
、
企
及
す
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
。
此
の
故
に
、
予
は
主
に
原
文
の
字
句
を
追
う
て
、
 
 

（
1
）
 
 

意
義
を
解
釈
す
る
こ
と
に
力
め
、
必
ず
し
も
詞
美
を
伝
へ
ん
と
せ
ざ
る
ペ
し
。
読
者
も
し
真
に
シ
ェ
ー
・
ク
ス
ピ
ア
の
詞
美
を
知
ら
ん
 
 

と
せ
ば
、
原
文
に
直
接
し
て
会
得
せ
よ
。
予
は
只
、
語
義
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
を
も
て
甘
ん
ず
べ
し
。
 
 
 

（
1
）
 
意
義
を
解
釈
す
る
…
・
‥
せ
ざ
る
ぺ
L
・
こ
こ
に
も
表
現
よ
り
内
容
を
重
視
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
梅
花
詩
集
を
読
み
て
」
（
『
読
売
 
 

新
聞
』
明
治
二
四
・
三
二
三
～
二
四
）
に
も
同
様
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
竹
盛
天
雄
「
没
理
想
論
争
と
そ
の
余
儀
」
（
『
日
本
文
学
の
争
 
 

点
 
近
代
篇
』
昭
和
四
四
、
明
治
書
院
）
ほ
「
避
迄
は
い
う
。
＜
予
は
敢
て
詩
形
を
評
せ
ざ
る
べ
し
＞
と
。
詩
に
お
け
る
＜
理
想
∨
の
批
評
 
 

が
、
∧
詩
形
∨
と
切
り
離
し
て
遂
行
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
点
、
否
、
そ
れ
こ
そ
、
最
上
の
∧
批
評
神
髄
∨
で
あ
る
と
希
求
し
て
い
た
点
 
 

が
、
は
っ
き
り
と
露
頭
し
て
い
る
の
で
あ
る
ゥ
そ
れ
は
つ
ま
り
、
文
学
や
芸
術
に
お
け
る
＜
理
想
＞
の
美
学
的
位
置
付
け
が
視
野
に
入
っ
て
 
 
 

は
、
興
味
甚
だ
深
か
ら
ず
。
且
つ
ほ
歴
史
上
の
管
々
し
き
註
釈
を
加
へ
ん
も
う
る
さ
し
。
加
之
、
伎
備
も
、
着
想
も
第
三
期
の
に
劣
 
 

‥
1
・
し
 
 

り
た
り
。
所
詮
、
本
釈
の
主
旨
ほ
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
本
体
の
あ
ら
ま
し
を
、
普
く
邦
人
に
知
ら
せ
ん
と
い
ふ
に
あ
れ
ば
、
先
ず
傑
 
 

（
4
）
 
 

れ
た
る
を
取
る
か
た
至
当
な
る
べ
し
と
て
、
終
に
四
大
悲
劇
の
随
一
な
る
『
マ
ク
ベ
ス
』
劇
を
え
ら
ぷ
こ
と
1
し
た
り
。
 
 

（
1
）
 
思
ふ
由
・
理
由
は
以
下
に
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
、
文
学
の
表
現
自
体
と
切
り
離
し
て
、
そ
こ
に
現
わ
れ
た
 
「
理
 
 

想
」
・
人
生
観
を
重
視
す
る
遼
遠
の
文
学
観
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
 
 

（
2
）
 
此
の
注
釈
は
・
…
‥
す
る
な
れ
ば
・
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
学
問
的
著
述
と
い
う
よ
り
、
初
学
老
む
け
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
 
 

鴎
外
の
批
判
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
 
 
 

4   3  

シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
の
本
体
・
冶
迄
の
考
え
で
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
の
中
に
、
隠
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
か
え
っ
て
普
遍
性
、
客
観
 
 

性
を
も
っ
て
現
れ
て
い
る
「
理
想
」
即
ち
「
没
理
想
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

『
マ
ク
ベ
ス
』
劇
を
え
ら
ぷ
こ
と
1
し
た
り
・
実
際
上
の
都
合
に
よ
る
選
択
も
あ
る
が
、
「
人
情
」
を
重
ん
ず
る
遼
遠
の
指
向
を
見
る
こ
と
 
 

が
で
き
よ
う
。
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お
ら
ず
、
∧
理
想
＞
と
い
う
ば
あ
い
、
た
だ
物
自
体
の
よ
う
な
∧
理
想
∨
が
形
象
か
ら
ひ
き
離
し
て
論
議
で
き
る
と
確
信
し
て
い
た
よ
う
に
 
 

思
わ
れ
る
の
だ
。
」
と
指
摘
す
る
。
 
 

、
・
－
－
 
 
 

評
釈
と
い
ふ
に
も
二
法
あ
り
て
、
有
り
の
優
に
字
義
、
語
格
等
を
評
釈
し
て
、
修
辞
上
に
及
ぶ
も
一
法
な
り
。
作
者
の
本
意
も
L
 
 

（
1
）
 
 

へ
3
）
 
 

，
、
（
2
）
 
 

く
は
作
に
見
え
た
る
理
想
を
発
揮
し
て
、
批
判
評
論
す
る
も
評
釈
な
る
ペ
し
。
予
は
じ
め
ほ
『
マ
ク
ベ
ス
』
を
義
訳
し
て
、
専
ら
 
 

ー
・
・
l
■
 
 

第
二
の
評
釈
の
法
を
取
ら
ば
や
と
思
ひ
た
り
し
が
、
又
感
ず
る
こ
と
あ
り
て
、
む
し
ろ
第
一
義
の
評
釈
の
か
た
を
取
る
べ
し
と
決
し
 
 

（
6
）
 
 

ぬ
。
其
の
故
如
何
と
い
ふ
に
、
第
二
義
の
評
釈
、
即
ち
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ソ
」
は
若
し
見
識
高
き
人
に
成
れ
る
時
は
、
読
 
 

（
7
）
 
 

み
て
頗
る
感
深
く
、
益
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
識
卑
き
人
の
手
に
成
れ
る
時
は
徒
ら
に
猫
を
解
釈
し
て
虎
の
如
く
に
言
ひ
傲
し
、
迂
潤
 
 

（
9
）
 
 

（
β
）
 
 

な
る
読
者
を
し
て
、
あ
ら
ぬ
誤
解
に
陥
ら
し
む
る
恐
れ
あ
り
。
こ
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
の
甚
だ
自
然
に
似
た
る
よ
り
生
ず
る
こ
 
 

と
な
り
。
此
の
点
は
大
切
の
事
な
れ
ほ
、
い
は
で
も
の
論
に
似
た
れ
ど
、
左
に
少
し
く
弁
じ
置
く
ペ
し
。
 
 
 

（
1
）
 
修
辞
上
に
及
ぶ
も
ー
法
な
り
二
見
修
辞
た
及
ぶ
の
が
E
的
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
手
段
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
 
 

作
品
に
現
わ
れ
た
作
者
の
「
理
想
」
を
感
得
さ
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
方
法
は
帰
納
的
な
文
学
批
評
の
方
法
で
あ
る
。
 
 

（
2
）
 
理
想
・
遼
遠
は
「
文
学
そ
の
折
々
」
 
（
明
治
二
九
・
九
）
で
「
わ
が
謂
ふ
理
想
と
は
（
中
略
）
所
詮
は
作
家
が
平
生
の
経
験
学
護
等
に
よ
り
 
 

て
、
宇
宙
の
大
事
を
思
議
し
、
此
の
世
界
の
縁
起
、
人
間
の
由
来
、
現
世
間
の
何
た
る
、
人
間
の
何
た
る
、
此
の
世
界
を
統
治
す
る
勢
力
、
 
 

人
間
の
未
来
の
帰
宿
、
生
死
の
理
、
霊
魂
、
天
命
、
鬼
神
等
に
関
し
て
覚
悟
し
た
る
と
こ
ろ
あ
る
を
、
多
少
い
ち
じ
る
し
く
そ
の
作
に
現
示
 
 

し
た
る
、
こ
れ
を
お
し
な
べ
て
理
想
と
い
ふ
な
り
」
と
述
べ
、
「
当
時
予
が
理
想
と
い
ふ
詞
に
表
せ
し
め
ん
と
せ
し
意
は
、
略
々
此
の
三
、
 
 

四
年
乗
用
ひ
そ
め
ら
れ
た
る
世
界
観
人
生
観
の
意
に
同
じ
。
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
の
「
理
想
」
を
臨
外
が
超
越
的
な
イ
デ
ー
と
解
し
た
 
 

こ
と
か
ら
論
争
は
始
ま
る
。
 
 

（
3
）
 
作
者
の
本
意
・
‥
＝
・
評
釈
な
る
ぺ
L
・
（
1
）
に
対
し
、
演
繹
的
な
文
学
批
評
の
方
法
。
 
 

（
4
）
 
義
訳
・
意
訳
に
ょ
っ
て
作
者
の
本
意
や
理
想
を
発
揮
で
き
る
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
、
決
し
て
演
繹
的
な
文
学
批
 
 

評
の
方
法
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
と
で
「
識
卑
き
人
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
身
に
対
す
る
俵
疑
が
帰
納
的
方
法
を
選
 
 

ば
せ
た
の
で
あ
る
。
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予
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
の
作
の
甚
だ
自
然
に
似
た
り
と
い
ふ
は
、
彼
れ
が
措
け
る
事
件
、
人
物
が
、
実
際
の
に
同
じ
と
に
は
あ
ら
 
 

（
2
）
 
 

（
1
）
 
 

ず
。
後
れ
が
作
は
読
む
者
の
心
々
に
て
、
如
何
や
う
に
も
解
釈
せ
ら
る
ゝ
こ
と
の
酷
だ
造
化
に
肖
た
る
を
い
ふ
な
り
。
人
々
試
み
に
 
 

丁
こ
 
自
然
と
い
ふ
も
の
を
観
よ
。
心
を
虚
平
に
し
て
観
れ
ば
、
自
然
は
只
モ
自
然
に
し
て
、
善
悪
の
い
づ
れ
に
も
偏
り
た
り
と
は
見
え
ず
 
 

固
よ
り
意
地
わ
る
き
継
母
の
如
き
も
の
と
も
見
え
ね
は
、
慈
母
と
も
見
え
ず
。
然
る
に
、
数
奇
失
意
の
人
は
造
化
を
怨
み
、
自
然
を
 
 

憤
り
て
、
此
の
世
を
磯
土
と
罵
り
、
苦
界
と
非
る
な
り
。
さ
て
又
得
意
の
人
は
、
乏
れ
に
反
し
て
、
造
化
を
惜
深
き
慈
母
の
や
う
に
 
 

（
4
）
 
 

思
ひ
て
、
此
の
世
を
楽
園
と
も
思
へ
り
。
華
美
、
人
々
の
思
ひ
傲
し
次
第
に
て
、
苦
と
も
楽
と
も
見
ら
る
1
が
自
然
の
本
相
な
り
。
 
 

（
5
）
 
 

此
の
故
に
、
造
化
の
作
用
を
解
釈
す
る
に
、
彼
の
宿
命
教
の
旨
を
も
て
す
る
も
解
し
得
べ
く
、
文
部
蘇
教
の
旨
・
を
も
て
す
る
も
解
し
 
 

得
べ
し
。
其
の
他
、
老
、
荘
、
楊
、
墨
、
儒
、
仏
、
若
し
く
は
古
今
東
西
の
哲
学
が
思
ひ
く
の
見
解
も
、
之
れ
を
造
化
に
あ
て
は
 
 

め
て
強
ち
当
た
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
否
、
造
化
と
い
ふ
も
の
ほ
、
是
等
無
数
の
解
釈
を
悉
く
容
れ
て
も
余
り
あ
る
な
り
。
ま
こ
と
に
 
 

（
7
）
 
 

（
6
）
 
 

茫
と
し
て
際
な
き
ほ
造
化
の
法
相
な
り
と
評
す
べ
L
。
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
浮
屠
氏
は
聞
き
て
寂
滅
為
楽
の
響
き
な
り
と
い
へ
れ
 
 
 

9 8 7 6   
）   ）  ＼＿′  ）   

（
5
）
 
又
感
ず
る
こ
と
あ
り
て
・
主
観
的
な
批
評
に
対
す
る
批
判
意
識
が
主
た
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
二
葉
亭
の
感
化
も
あ
っ
て
懐
疑
主
義
に
陥
っ
て
 
 

い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
 
 

「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
・
作
品
自
体
の
解
釈
。
字
句
の
領
釈
で
は
な
い
。
 
 

識
卑
き
人
・
一
般
論
と
し
て
述
べ
つ
つ
、
白
身
を
示
唆
。
 
 

迂
潤
な
る
読
者
・
あ
く
ま
で
対
象
は
教
育
さ
れ
る
べ
き
初
学
者
と
さ
れ
る
。
 
 

シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ア
の
件
の
甚
だ
自
然
に
似
た
る
・
「
自
然
に
似
た
る
」
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
の
普
遍
性
・
客
観
性
を
評
し
た
も
の
 
 

で
あ
る
。
石
田
氏
は
「
遼
遠
の
い
う
「
無
形
の
世
界
」
と
は
、
具
体
的
に
は
「
因
果
応
報
、
道
徳
・
善
悪
・
義
理
人
情
・
仁
・
慈
」
な
ど
で
 
 

あ
り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
包
み
込
む
「
自
然
」
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
自
然
」
が
「
実
」
と
同
じ
で
は
な
い
こ
と
は
、
 
 

以
下
の
遭
造
の
説
明
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
迫
追
白
身
「
詩
人
の
筆
に
上
る
世
界
ニ
ッ
あ
り
心
の
世
界
と
物
の
世
界
と
な
り
。
甲
は
虚
の
 
 

世
界
に
し
て
理
想
（
ア
イ
デ
ヤ
・
原
文
ル
ビ
）
な
り
乙
は
実
の
世
界
に
し
て
自
然
（
ネ
チ
エ
ー
ア
ニ
同
）
な
り
」
（
「
梅
花
詩
集
を
読
み
て
」
）
 
 

と
い
う
よ
う
に
、
「
自
然
」
と
「
実
」
と
は
結
び
付
け
ら
れ
や
す
い
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
鴎
外
か
ら
「
記
実
家
」
と
決
め
付
け
ら
れ
る
 
 

原
因
の
一
つ
が
あ
る
。
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れ
が
作
の
変
幻
窮
り
な
く
し
て
一
定
の
形
な
く
、
思
ひ
傲
し
次
第
に
て
、
黒
白
紫
黄
、
い
か
さ
ま
に
も
解
せ
ら
る
1
が
故
な
る
べ
し
。
 
 

此
の
故
に
ジ
ョ
ソ
ス
ソ
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ヂ
以
来
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
の
作
を
評
し
て
自
然
の
二
字
を
用
ひ
ざ
り
し
老
は
稀
れ
な
り
。
 
 

（
1
2
）
 
 

予
嘗
て
ド
ラ
マ
の
本
体
を
底
知
ら
ぬ
湖
に
喩
へ
し
こ
と
あ
り
し
が
、
近
ご
ろ
ダ
ウ
デ
ソ
氏
の
論
文
を
見
れ
ば
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
と
 
 

ゲ
ー
テ
を
大
洋
に
比
し
た
る
が
あ
り
。
趣
き
は
や
ゝ
異
な
れ
ど
も
同
じ
理
に
帰
着
す
べ
し
と
后
ぜ
ら
る
。
所
詮
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
 
 

■
〓
 
 

は
、
仮
令
カ
ー
ラ
イ
ル
が
評
せ
し
如
く
、
一
意
「
地
球
座
」
の
劇
場
へ
看
老
を
牽
か
ん
と
て
筆
を
執
り
き
と
す
る
も
、
其
の
看
者
を
 
 

（
1
5
）
 
 

（
1
4
）
 
 

牽
く
の
手
段
、
自
然
詩
人
の
本
領
に
合
ひ
て
、
俗
文
士
が
阿
世
の
手
段
と
ほ
異
な
り
た
り
し
な
ら
ん
。
或
ひ
は
彼
れ
は
、
衆
人
心
娯
 
 

し
ま
せ
ん
為
に
ほ
、
直
ち
に
人
間
の
本
相
を
措
破
す
る
に
如
か
ず
と
冥
鼓
し
、
必
ず
し
も
一
時
に
別
び
ず
、
天
菓
の
詩
限
に
よ
く
人
 
 

V
脈
九
 
 

間
を
観
破
し
、
不
偏
公
平
の
筆
を
も
て
、
自
然
の
有
り
の
ま
1
を
描
き
た
り
し
な
ら
ん
か
。
案
ず
る
に
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
は
我
が
近
 
 

（
1
7
）
 
 

（
ほ
）
 
 

松
門
左
衛
門
の
大
い
な
る
も
の
か
。
指
頭
大
の
明
宝
と
拳
大
の
明
宝
、
二
者
の
差
は
度
に
あ
り
て
質
に
は
あ
ら
ざ
ら
ん
。
た
と
ひ
其
 
 

人
‥
‥
い
■
 
 

の
質
に
も
差
等
あ
り
と
す
る
も
、
双
つ
な
が
ら
自
然
の
宝
石
に
し
て
、
人
間
の
作
為
せ
し
も
の
に
あ
ら
ざ
ら
ん
。
自
然
の
宝
石
な
れ
 
 

∴
∵
 
 

ほ
こ
そ
、
能
く
自
然
の
霊
光
を
放
ち
て
、
野
人
を
も
厳
か
し
、
婦
女
子
を
も
骸
か
L
、
十
和
を
も
骸
か
す
な
る
ペ
け
れ
、
し
か
し
な
 
 

ど
、
待
宵
に
ほ
情
人
が
何
と
聞
く
ら
ん
。
婆
羅
双
樹
の
花
の
色
、
厭
世
の
目
に
は
諸
行
無
常
の
形
と
も
見
ゆ
ら
ん
が
、
慾
ひ
を
知
ら
 
 

（
8
）
 
 

ぬ
乙
女
ほ
、
如
何
さ
ま
に
挑
む
ら
ん
。
要
す
る
に
、
造
化
の
本
意
は
人
未
だ
之
れ
を
得
知
ら
ず
、
唯
、
己
に
愁
ひ
の
心
あ
り
て
秋
の
 
 

哀
れ
を
知
り
、
前
に
其
の
心
楽
し
く
し
て
春
の
花
鳥
を
楽
し
と
見
る
？
皐
。
造
化
の
本
体
ほ
無
心
な
る
べ
し
。
さ
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
 
 

ヤ
の
傑
作
は
、
頗
る
こ
の
造
化
に
似
た
り
。
上
は
審
美
の
見
識
に
富
み
た
る
学
者
よ
り
、
下
は
一
知
半
解
の
者
ま
で
も
、
彼
の
作
を
 
 

も
て
は
や
す
は
、
一
つ
ほ
故
人
が
激
賞
し
た
る
を
伝
へ
き
ゝ
て
、
雷
同
付
加
す
る
に
も
困
る
な
ら
め
ど
、
一
つ
は
、
彼
の
作
、
度
量
 
 

（
9
）
 
 

甚
だ
広
く
し
て
、
能
く
衆
嗜
好
を
容
る
ゝ
こ
と
、
猶
は
自
然
の
風
光
の
万
人
を
娯
ま
し
む
る
が
如
き
に
原
く
な
ら
ん
。
バ
イ
ロ
ン
、
 
 

ス
ヰ
フ
ト
な
ど
り
作
の
、
戎
人
に
喜
ば
れ
て
、
他
り
人
に
嫌
ほ
る
ゝ
と
は
、
大
い
な
る
相
違
な
り
。
否
、
た
ゞ
衆
嗜
好
を
容
る
ゝ
ば
 
 

か
り
か
は
。
彼
れ
が
傑
作
は
殆
ど
万
般
の
理
想
を
も
容
れ
て
余
り
あ
る
に
似
た
り
。
走
れ
最
も
造
化
の
本
性
に
似
た
る
所
な
り
。
後
 
 

れ
が
作
に
関
し
て
の
先
輩
の
評
論
、
解
釈
、
今
は
百
を
以
て
算
ふ
べ
し
、
而
も
其
の
見
解
ほ
お
の
く
多
少
背
馳
し
、
甚
だ
し
き
に
 
 

、
卜
し
 
 

（
川
）
 
 

至
り
て
ほ
（
ハ
ム
レ
y
，
卜
の
人
物
論
の
如
き
）
 
 
 桐
整
相
容
れ
ざ
る
も
の
も
あ
り
。
蓋
し
造
化
の
捕
捉
し
て
解
釈
し
が
た
き
が
如
く
、
彼
 
 25   
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が
ら
、
之
れ
を
も
て
あ
が
め
て
城
に
も
代
ふ
べ
し
と
価
づ
け
た
る
は
、
人
間
の
好
事
、
贅
沢
が
し
た
こ
と
に
て
、
元
を
た
ゞ
せ
は
徒
 
 

の
奇
石
な
り
。
色
々
に
値
上
げ
す
る
ほ
人
間
の
好
尚
が
嵩
じ
て
の
わ
ざ
な
れ
は
、
或
意
味
に
て
い
は
ゞ
、
買
ひ
冠
な
る
こ
と
勿
論
な
 
 

（
2
1
）
 
 

る
ペ
し
。
更
に
喩
へ
て
言
へ
ば
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
の
作
ほ
無
心
無
情
の
鏡
の
如
し
。
其
の
作
に
ほ
何
人
の
面
も
映
る
な
り
。
明
か
 
 

W
砺
九
 
 

に
い
へ
ば
、
如
何
な
る
読
者
の
理
想
も
其
の
影
を
其
の
中
に
見
出
だ
す
こ
と
を
得
べ
し
。
さ
れ
ば
、
ゲ
ル
ギ
ー
ナ
ス
も
、
其
の
理
想
 
 

を
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
中
に
発
見
し
、
ウ
ル
リ
ー
チ
ー
も
、
其
の
理
想
を
同
じ
作
中
に
発
見
し
、
パ
ッ
ク
ニ
ル
も
、
モ
ー
ル
ト
ン
 
 

も
、
ハ
ド
ス
ソ
も
、
ダ
ウ
デ
ン
も
、
各
ミ
我
が
影
を
か
し
こ
に
見
い
だ
し
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
ば
か
り
高
尚
な
る
理
想
を
詩
中
に
措
 
 

け
る
は
鹿
え
て
無
し
、
と
め
で
く
つ
が
へ
り
て
驚
歎
す
る
な
れ
。
げ
に
や
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
は
空
前
絶
後
の
大
詩
人
な
ら
ん
。
其
 
 

の
造
化
に
似
て
際
涯
無
く
、
其
の
大
洋
に
似
て
広
く
深
く
、
其
庶
知
ら
ぬ
湖
の
如
く
、
普
く
衆
理
想
を
容
る
ゝ
所
は
、
ま
こ
と
に
空
 
 

、
‥
．
ト
，
 
 

前
絶
後
な
る
べ
し
。
し
か
し
な
が
ら
、
斯
く
の
如
き
は
、
其
の
作
に
理
想
の
見
え
ざ
る
が
故
に
あ
ら
ぬ
か
。
こ
れ
の
み
の
理
由
に
よ
 
 

（
2
5
）
 
 

（
2
4
）
 
 

り
て
理
想
高
大
な
り
と
い
ふ
は
信
け
が
た
し
。
予
ひ
そ
か
に
此
の
点
を
疑
ひ
、
嘗
て
近
松
の
世
話
物
を
取
り
て
、
を
さ
く
先
輩
の
 
 

、
1
▼
 
 

（
2
6
）
 
 

ろ
の
予
と
て
も
、
二
者
を
同
じ
さ
ま
に
ほ
見
ざ
り
し
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
案
ず
る
に
、
近
松
も
し
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
に
生
れ
て
、
 
 

英
文
に
て
世
話
物
を
書
き
残
し
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ロ
ー
出
で
て
、
そ
が
伝
を
調
べ
、
ジ
ョ
ン
ス
ソ
・
ポ
ー
プ
出
で
て
、
そ
が
作
を
再
版
 
 

し
、
解
釈
し
、
称
讃
し
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ヂ
、
ハ
ズ
け
／
ッ
ト
出
で
て
、
批
判
し
、
激
賞
し
、
マ
ロ
ン
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
ら
い
で
て
評
註
 
 

∴
∵
 
 

し
、
近
松
研
究
会
成
り
て
、
称
讃
し
、
ア
ポ
ッ
ト
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ら
い
で
て
ぃ
文
典
、
字
彙
を
作
り
、
レ
ヅ
シ
ソ
グ
、
ゲ
ー
テ
い
で
 
 

て
、
更
に
尊
く
、
仏
に
、
独
に
、
米
に
、
魯
に
、
近
松
を
も
て
ほ
や
す
も
の
増
加
す
る
に
至
り
な
は
、
た
と
ひ
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
に
 
 

∴
、
 
 

及
ば
ず
と
す
る
も
、
是
等
多
人
数
の
功
力
に
て
も
我
が
国
の
浄
瑠
璃
作
者
に
て
終
ら
ん
よ
り
は
、
ほ
る
か
に
ま
さ
り
た
る
位
置
に
上
 
 

，
，
，
，
，
，
、
、
、
（
3
5
）
 
 

り
つ
ら
ん
か
し
。
其
の
故
は
、
近
松
の
世
話
物
も
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
の
作
に
似
て
、
頗
る
自
然
に
肖
た
れ
は
な
り
。
斯
く
い
へ
ば
 
 
 

批
評
法
に
倣
ひ
て
、
分
析
解
剖
を
試
み
し
に
『
天
の
網
島
』
、
『
泊
地
獄
』
さ
て
は
 
 

も
予
が
小
理
想
を
包
容
し
て
余
れ
る
所
尚
ほ
綽
々
た
り
。
当
年
の
予
が
解
に
よ
れ
は
 
 
 

y
耶
汎
 
 

ン
ド
・
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
と
兄
弟
の
間
に
あ
り
て
、
 
 

V
Ⅷ
爪
 
 

ム
ペ
ス
ト
』
 
の
理
想
を
も
凌
が
ん
と
せ
り
。
勿
論
、
 
 

◆
∵
 
 

更
に
可
笑
し
き
『
油
地
獄
』
 
 
 

こ
は
理
想
の
上
の
み
の
解
な
り
。
美
術
家
と
し
て
の
伎
偶
の
上
に
は
、
其
の
こ
 
 

（
訓
）
 
 

の
解
は
、
ほ
と
ノ
ト
或
理
想
家
が
釈
し
た
る
『
テ
 
 

（
3
2
）
 
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
ヽ
 
 

『
恋
飛
脚
』
、
『
伊
達
染
手
綱
』
な
ど
、
い
づ
れ
 
 
 

『
天
の
網
島
』
の
理
想
は
、
『
ロ
ミ
オ
・
エ
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と
て
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
を
度
し
て
、
浄
瑠
璃
作
者
の
亜
流
な
り
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
彼
が
石
は
平
凡
の
石
の
外
な
ら
ず
と
い
ふ
 
 

（
3
6
）
 
 

に
あ
ら
ず
。
非
凡
の
宝
石
た
る
こ
と
は
争
ふ
可
か
ら
ぎ
る
事
実
な
れ
ど
も
、
只
～
其
の
値
段
付
け
は
、
人
々
の
心
々
な
れ
は
、
古
人
 
 

√
」
 
 

の
理
解
を
聞
き
て
正
に
其
の
通
り
と
思
ふ
が
そ
の
愚
か
な
る
を
い
ふ
の
み
。
若
し
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
を
称
美
せ
ん
と
せ
ば
、
其
の
人
 
 

間
の
性
情
を
括
動
せ
L
む
る
伎
価
を
賞
す
る
は
固
よ
り
可
か
る
べ
く
、
其
の
比
喩
の
妙
、
其
の
想
像
の
妙
、
其
の
着
想
の
妙
、
こ
れ
 
 

を
ほ
め
て
空
前
と
い
ふ
も
可
く
、
絶
後
と
い
ふ
も
可
か
る
べ
し
、
唯
モ
其
の
理
想
を
ほ
め
て
、
大
宮
学
者
の
如
く
高
し
と
い
ふ
は
信
 
 

（
3
9
）
 
 

（
3
8
）
 
 

（
4
0
）
 
 

け
難
し
。
む
し
ろ
其
の
没
理
想
な
る
を
た
ゝ
ふ
べ
き
の
み
。
然
る
に
、
有
と
無
と
は
二
に
し
て
一
な
ら
ざ
れ
は
に
や
、
古
人
多
く
は
 
 

投
理
想
の
作
を
、
や
が
て
大
理
想
と
解
釈
し
て
、
其
の
作
者
を
神
の
如
く
、
聖
人
の
如
く
、
ま
た
至
人
の
如
く
評
し
た
る
も
の
あ
れ
 
 

（
4
2
）
 
 

（
4
1
）
 
 ど
、
没
理
想
必
ず
し
も
大
窪
想
な
る
に
ほ
あ
ら
ず
、
小
理
想
も
ま
た
没
理
想
と
見
ゆ
る
こ
と
あ
り
。
嬰
児
の
欲
の
極
め
て
小
な
る
是
 
 

（
4
3
）
 
 

れ
有
欽
（
悪
）
と
も
見
る
べ
く
、
無
欲
（
善
）
と
も
見
る
ペ
し
、
鬼
貢
が
一
句
、
「
な
ん
で
秋
の
釆
た
と
も
見
え
ず
心
か
ら
」
此
の
 
 

へ
一
1
ヽ
 
 

一
七
字
、
強
い
て
解
釈
の
辞
を
作
ら
ば
、
或
ひ
は
仏
教
も
掩
ふ
べ
く
、
或
ひ
は
東
西
哲
学
の
幾
体
系
を
も
壇
む
べ
し
。
木
内
宗
吾
が
 
 

一
時
の
義
挙
も
、
若
し
花
々
し
き
マ
コ
ー
レ
ー
が
筆
を
借
り
て
伝
を
作
ら
ば
、
ハ
ム
デ
ソ
、
ウ
ォ
シ
ソ
ト
ン
の
輩
の
と
肩
を
並
ぶ
る
 
 

（
4
5
）
 
 

義
挙
と
も
な
り
な
ん
。
畢
乗
ず
る
に
、
鬼
貫
ら
俳
人
の
作
に
は
、
当
人
の
注
釈
無
く
、
木
内
宗
吾
の
義
挙
に
は
詳
伝
無
く
、
嬰
児
の
 
 

Ⅴ
艶
爪
 
 

口
に
ほ
言
語
無
き
ゆ
ゑ
解
釈
見
る
者
の
心
次
第
な
り
。
恐
ら
く
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ヤ
と
姓
も
、
若
し
散
文
に
て
悲
劇
を
綴
ら
ば
、
悉
 
 

（
4
7
）
 
 

し
く
い
へ
ば
、
小
説
の
体
に
て
綴
り
し
な
ら
ば
、
幾
授
か
値
段
を
下
し
ゝ
な
る
べ
し
。
其
の
叙
事
の
中
に
、
お
の
が
理
想
の
あ
ら
ほ
 
 

る
ゝ
こ
と
を
避
け
が
た
か
る
べ
き
が
故
な
り
。
例
へ
ば
、
『
キ
ソ
グ
・
リ
ー
ヤ
』
の
悲
劇
は
、
馬
琴
の
作
に
似
て
、
勧
懲
の
旨
意
い
 
 

と
い
ち
じ
る
し
く
見
え
れ
ど
も
、
作
者
み
づ
か
ら
が
評
論
の
詞
絶
え
て
篇
中
に
無
き
が
故
に
、
見
る
も
の
⊥
理
想
次
第
に
て
、
強
ち
 
 

勧
懲
の
作
と
見
倣
す
を
要
せ
ず
。
別
に
解
釈
を
加
ふ
る
こ
と
自
在
な
り
。
し
か
る
に
、
曲
亭
の
作
を
見
れ
ば
、
例
へ
ば
、
墓
六
夫
婦
 
 

の
性
格
の
如
き
、
頗
る
自
然
に
肖
て
活
動
し
た
れ
ど
も
、
吾
人
は
こ
を
没
理
想
と
は
評
せ
ず
し
て
、
勧
慾
の
旨
に
成
れ
り
と
い
ふ
。
 
 

（
4
8
）
 
 

（
4
9
）
 
 

作
者
が
叙
事
の
間
に
明
か
に
然
い
へ
れ
ば
な
り
。
芭
蕉
が
『
古
池
』
の
句
に
、
様
々
の
解
あ
る
も
同
理
な
る
べ
く
、
『
源
語
』
の
本
意
 
 

を
い
ろ
く
に
臆
断
す
る
も
、
同
埋
な
る
べ
し
。
此
の
例
証
尚
ほ
甚
だ
不
足
な
れ
ど
も
、
投
理
想
の
必
ず
し
も
大
理
想
に
あ
ら
ざ
る
 
 

こ
と
ゝ
、
小
理
想
の
時
と
し
て
は
没
理
想
と
も
見
ゆ
る
由
は
、
之
れ
に
て
ほ
ゞ
知
ら
る
べ
し
。
兎
に
角
に
、
予
は
没
理
想
の
作
を
理
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（
5
0
）
 
 

想
を
も
て
評
釈
す
る
と
の
い
と
い
と
要
な
か
る
べ
き
を
后
ず
る
が
故
に
、
此
の
た
び
の
評
釈
に
て
は
、
主
と
し
て
打
見
た
る
倭
の
趣
 
 

き
を
描
写
す
る
こ
と
を
力
め
、
我
が
一
料
簡
の
解
釈
を
ば
加
へ
ざ
る
べ
し
。
但
し
右
と
も
左
と
も
見
ら
る
ゝ
場
合
に
は
、
止
む
を
得
 
 

（
封
）
 
 

で
古
人
の
評
釈
を
も
引
用
し
、
予
が
卑
見
を
も
抒
ぶ
る
こ
と
あ
ら
ん
。
若
し
夫
れ
全
体
の
解
釈
は
、
読
者
み
づ
か
ら
之
れ
を
な
せ
。
 
 

理
想
、
日
本
犬
な
ら
ん
人
は
、
日
本
国
を
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
脚
本
中
に
見
出
だ
す
べ
く
、
理
想
、
宇
宙
大
な
ら
ん
は
、
宇
宙
を
『
マ
 
 

ク
ベ
ス
』
の
中
に
見
出
だ
す
べ
く
、
理
想
万
古
に
亙
ら
ん
は
、
e
t
e
r
n
i
t
y
を
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
中
に
見
出
だ
す
べ
し
。
没
理
想
の
 
 

（
5
2
）
 
 

詩
の
無
限
の
興
味
は
実
に
其
の
度
量
の
大
洋
の
如
き
所
に
あ
る
な
り
。
 
 

（
1
）
 
予
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
の
：
・
…
同
じ
に
は
あ
ら
ず
・
「
自
然
」
は
単
な
る
現
実
で
は
な
く
、
「
無
形
の
世
界
」
、
及
び
そ
れ
に
支
え
ら
 
 

れ
て
い
る
現
実
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
「
実
際
の
に
同
じ
」
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

と
い
う
こ
の
比
喩
は
、
後
に
鴎
外
が
造
造
の
立
場
を
「
進
化
無
理
憑
」
と
評
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
遼
遠
が
超
越
的
存
在
を
 
 

前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
石
田
氏
は
「
文
学
と
し
て
の
没
理
想
論
は
、
文
学
に
お
け
る
主
観
と
客
観
の
位
置
づ
け
、
つ
ま
 
 

り
個
と
普
遍
の
問
題
を
、
文
学
外
に
造
化
自
然
の
没
理
想
性
と
い
ぅ
超
越
的
な
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
気
に
解
決
し
ょ
う
と
し
 
 

た
も
の
で
あ
る
。
L
か
し
、
文
学
外
の
超
越
的
存
在
に
ょ
っ
て
文
学
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
図
式
自
体
は
、
観
念
論
美
学
に
い
う
美
的
厘
 
 

念
と
作
品
の
関
係
に
似
て
い
る
が
、
美
的
理
念
は
作
品
を
通
し
て
可
知
の
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
美
で
あ
り
実
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
途
 
 

の
遠
道
化
自
然
の
没
理
想
性
は
不
可
知
の
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
決
定
的
な
相
違
点
で
あ
っ
た
。
」
 
と
の
べ
て
、
遥
遠
は
不
可
知
の
超
越
 
 

的
存
在
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

（
3
）
 
心
を
虚
平
に
L
て
・
…
‥
偏
り
た
り
と
は
見
え
ず
・
明
治
二
三
年
の
邁
進
は
「
観
念
」
を
真
理
認
識
の
意
の
覚
悟
と
す
る
（
石
田
氏
）
な
ど
、
 
 

思
想
に
仏
教
的
な
色
彩
を
強
く
現
し
て
い
る
。
坂
井
健
「
二
葉
亭
四
迷
「
実
理
」
の
変
忽
T
－
仏
教
へ
の
傾
倒
1
」
（
『
新
潟
大
学
国
語
国
 
 

文
学
会
誌
』
平
成
元
・
3
）
は
、
明
治
二
三
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
の
二
葉
亭
の
仏
教
へ
の
倹
例
を
指
摘
し
、
遼
遠
の
思
想
変
遷
と
の
一
 
 

致
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
葉
亭
の
「
落
葉
の
は
き
よ
せ
 
三
寵
め
」
に
は
「
善
悪
は
本
来
不
二
無
差
別
な
れ
と
も
発
し
て
行
為
と
な
 
 

れ
は
乃
ち
差
別
あ
り
 
英
美
別
あ
る
は
凡
限
に
て
見
る
か
故
に
差
別
あ
る
に
て
ぬ
し
な
る
仏
の
限
に
は
差
別
な
き
（
あ
る
）
 
に
も
あ
ら
す
ま
 
 

た
差
別
な
き
に
も
あ
ら
す
」
と
あ
る
。
 
 

（
4
）
 
数
奇
失
意
の
人
は
：
…
・
楽
菌
と
も
思
ヘ
リ
・
「
落
葉
の
は
き
よ
せ
 
三
溝
め
」
に
「
人
の
思
想
不
快
の
感
を
経
て
形
成
せ
ら
る
ゝ
と
き
ほ
消
 
 
 

被
れ
が
作
は
…
…
造
化
に
肖
た
る
を
い
ふ
な
り
・
作
者
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
作
品
が
、
造
物
主
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
宇
宙
に
似
て
い
る
、
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窪
的
と
な
り
快
感
を
経
て
組
成
せ
ら
る
1
と
き
は
積
極
的
と
な
り
消
極
的
と
な
る
か
故
に
皆
苦
主
義
に
懐
き
積
極
的
な
る
か
ゆ
え
に
楽
天
主
 
 

義
に
傾
く
も
の
な
る
か
如
し
」
と
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
彼
の
宿
命
教
・
「
新
作
十
二
番
中
既
発
四
番
合
評
」
に
は
「
フ
ヘ
ー
タ
リ
ズ
ム
」
の
ル
ビ
つ
き
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
f
a
t
a
－
i
仇
m
、
つ
ま
 
 

り
、
運
命
論
、
宿
命
論
の
こ
と
。
 
 

（
6
）
 
彼
の
宿
命
教
室
‥
造
化
の
法
相
な
り
と
評
す
べ
し
・
「
文
界
名
所
 
既
知
ら
ず
の
湖
」
（
『
筆
は
じ
め
』
明
治
二
四
二
）
に
様
々
な
思
想
家
 
 

を
呑
み
込
む
「
氏
知
ら
ず
の
湖
」
が
措
か
れ
て
い
る
。
 
 

（
7
）
 
浮
屠
氏
・
プ
ッ
ダ
の
音
訳
。
釈
迦
の
こ
と
。
 
 

（
8
）
 
造
化
の
本
意
は
人
未
だ
之
九
を
得
知
ら
ず
・
追
造
は
、
超
越
的
存
在
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
不
可
知
な
も
の
と
考
え
た
。
即
ち
没
理
想
で
 
 

あ
る
。
 
 

（
9
）
 
バ
イ
ロ
ン
、
ス
フ
ヰ
ト
∴
以
下
、
固
有
名
詞
は
近
代
文
学
大
系
参
照
。
な
お
、
パ
イ
ロ
ン
は
「
梅
花
詩
集
を
読
み
て
」
の
「
理
想
」
を
主
と
 
 

す
る
「
叙
情
詩
人
」
の
例
を
引
い
た
一
節
に
「
ダ
ン
テ
の
如
く
マ
ア
ロ
ウ
の
如
く
ミ
ル
ト
ン
の
如
く
カ
ー
ラ
イ
ル
の
如
く
バ
イ
ロ
ン
の
如
く
 
 

ウ
ヲ
ー
ヅ
ウ
オ
ー
ス
の
如
く
プ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
如
く
」
と
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
0
）
 
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
人
物
輪
・
例
え
ば
、
豪
華
版
世
界
文
学
全
集
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
 
（
講
談
社
一
九
七
六
年
）
 
解
説
に
「
優
柔
不
断
の
青
 
 

白
き
イ
ン
テ
リ
か
ら
直
情
径
行
の
全
共
闘
的
若
者
ま
で
、
い
ろ
ん
な
人
間
の
姿
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
」
と
あ
る
。
 
 

納
饗
・
ほ
ぞ
と
さ
く
。
 
 

予
嘗
て
ド
ラ
マ
の
本
体
を
底
知
ら
ぬ
湖
に
囁
へ
し
こ
と
あ
り
し
・
「
文
界
名
所
 
底
知
ら
ず
の
湖
」
を
指
す
。
 
 

「
地
球
座
」
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
拠
っ
た
グ
ロ
ー
ブ
庄
の
こ
と
。
 
 

自
然
・
「
お
の
づ
か
ら
」
と
ル
ビ
あ
り
。
 
 

阿
世
・
世
に
へ
つ
ら
う
こ
と
。
 
 

直
ち
に
人
間
の
本
相
を
＝
‥
：
描
き
た
り
し
な
ら
ん
か
・
人
間
の
本
質
に
倍
達
し
、
客
観
的
に
描
写
す
べ
き
で
あ
る
と
の
造
造
の
文
学
観
が
現
 
 

れ
て
い
る
っ
 
 

案
ず
る
に
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
7
は
我
が
近
松
門
左
衛
門
の
大
い
な
る
も
の
か
・
石
田
氏
ほ
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
研
究
に
お
い
て
、
造
化
自
然
観
 
 

が
で
き
、
ま
た
こ
の
ド
ラ
マ
論
が
で
き
、
そ
し
て
そ
の
内
実
を
近
松
の
世
話
物
人
の
主
公
達
が
埋
め
て
行
く
過
程
で
没
理
想
論
が
形
成
さ
れ
 
 

て
い
く
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
研
究
が
近
松
の
世
話
物
の
再
評
価
の
契
桟
と
な
っ
た
と
す
る
。
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（
ほ
）
 
虔
・
大
き
さ
。
 
 

（
1
9
）
 
自
然
の
宝
石
に
し
て
、
人
間
の
作
為
せ
L
も
の
に
あ
ら
ざ
ら
ん
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
近
松
と
も
に
「
自
然
の
宝
石
」
で
あ
る
と
し
、
人
為
 
 

の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
に
邁
進
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
及
び
近
松
評
価
の
基
準
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
「
小
理
想
」
を
 
 

離
れ
た
作
品
の
客
観
性
こ
そ
が
作
品
を
「
自
然
の
宝
石
」
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
小
理
想
」
に
よ
っ
て
は
、
優
れ
た
文
学
作
品
は
 
 

成
ら
ぬ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
途
造
ほ
浄
瑠
璃
評
『
天
の
網
島
』
で
も
、
近
松
の
『
天
の
網
島
』
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ
 
 

と
ジ
ュ
‖
ソ
ニ
ッ
L
』
を
指
し
て
「
二
個
の
明
玉
」
と
評
し
て
い
る
。
 
 

（
2
0
）
 
†
和
・
べ
ん
か
。
周
の
時
の
人
。
楚
の
山
中
で
宝
石
の
原
石
を
見
出
だ
し
、
三
人
の
王
に
献
じ
た
が
、
詐
欺
と
思
わ
れ
、
一
人
目
に
ほ
左
足
 
 

を
、
二
人
目
に
は
右
足
を
切
ら
れ
た
。
三
人
日
の
王
が
こ
れ
を
琢
か
せ
た
と
こ
ろ
、
す
ほ
ら
し
い
宝
石
と
な
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
和
 
 

ほ
、
琢
く
前
の
「
自
然
の
宝
石
」
に
す
で
に
美
を
見
出
だ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

（
2
5
）
 
 

（
2
6
）
 
 

（
2
7
）
 
 

（
2
8
）
 
 

或
意
味
に
て
い
は
、
買
い
冠
な
る
こ
と
勿
論
な
る
ぺ
L
・
以
下
に
引
く
、
西
洋
の
批
評
家
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
理
想
を
一
途
に
高
尚
で
あ
 
 

る
と
し
て
、
誉
め
讃
え
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
た
め
の
喩
。
 
 

如
何
な
る
読
者
の
理
想
も
其
の
影
を
其
の
中
に
見
出
だ
す
こ
と
を
得
ぺ
L
・
「
彼
の
宿
命
教
の
旨
～
強
ち
当
た
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
」
ま
で
に
 
 

対
応
す
る
。
 
 

し
か
し
な
が
ら
」
斯
く
の
如
き
は
、
其
の
作
に
理
想
の
見
え
ざ
る
が
故
に
あ
ら
ぬ
か
・
作
品
に
「
理
想
」
が
現
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
逆
 
 

に
読
者
は
作
品
か
ら
無
限
の
「
理
想
」
を
感
得
で
き
る
と
の
迫
造
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。
ド
ラ
マ
創
作
の
上
で
の
「
投
理
想
論
」
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
の
み
の
理
由
に
よ
り
て
理
想
悪
女
な
り
と
い
ふ
は
信
け
が
た
し
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
が
大
詩
人
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
理
想
が
 
 

高
大
で
あ
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
文
は
池
造
の
二
つ
の
見
解
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
ほ
、
作
品
の
芸
術
的
価
値
と
 
 

「
理
想
」
と
は
切
り
離
し
て
考
え
得
る
と
の
見
解
、
も
う
一
つ
は
、
む
や
み
に
「
理
想
」
を
云
々
す
る
こ
と
へ
の
戒
め
、
つ
ま
り
、
標
準
を
 
 

も
っ
た
批
評
へ
の
懐
疑
的
な
見
解
で
あ
る
。
 
 

を
さ
i
・
確
か
に
、
ち
ゃ
ん
と
。
 
 

分
析
解
剖
を
試
み
L
に
・
明
治
二
三
年
一
二
月
、
冶
造
は
水
谷
不
倒
ら
と
近
松
の
作
の
評
を
行
な
い
、
『
日
本
評
論
』
に
『
女
殺
油
地
獄
』
 
 

を
掲
載
し
た
。
 
 

『
天
の
網
島
』
、
『
油
地
獄
』
さ
て
は
『
恋
飛
脚
』
、
『
伊
達
染
手
綱
』
・
各
作
品
の
粗
筋
に
つ
い
て
は
、
近
代
文
学
大
系
参
照
。
 
 

当
年
の
予
が
解
に
よ
れ
ば
、
『
天
の
網
島
』
の
理
想
は
、
『
ロ
ミ
オ
・
エ
ン
ド
∴
ン
ユ
リ
エ
ッ
ト
』
と
兄
弟
の
間
に
あ
り
て
・
造
迄
の
浄
瑠
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璃
評
『
天
の
網
島
』
に
「
複
雑
な
る
恋
を
写
し
て
、
か
ば
か
り
自
然
の
致
を
得
た
る
、
我
が
作
物
中
稀
に
見
る
所
也
。
予
嘗
て
シ
ェ
ー
ク
ス
 
 

ビ
ヤ
が
『
ロ
ミ
オ
・
エ
ン
ド
・
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
を
読
み
て
切
な
る
恋
の
お
の
づ
か
ら
に
感
ぜ
し
が
、
今
此
作
を
評
釈
す
る
に
及
び
て
、
彼
 
 

れ
と
此
れ
と
、
恋
の
質
の
甚
だ
殊
な
る
を
認
め
な
が
ら
、
尚
ほ
大
と
小
と
光
異
な
る
二
個
の
明
宝
を
な
ら
べ
見
た
ら
ん
心
地
あ
り
。
」
と
あ
 
 

る
。
 
 

（
2
9
）
 
可
笑
し
き
・
『
泊
地
款
』
は
悲
劇
な
の
で
、
字
面
に
扱
わ
れ
ず
、
古
語
の
「
を
か
し
」
の
義
で
と
る
。
 
 

（
3
0
）
 
『
油
地
獄
』
の
解
・
邁
造
の
浄
瑠
璃
評
『
女
殺
泊
地
款
』
に
「
総
評
。
此
作
を
読
み
て
感
じ
得
た
る
所
は
、
無
限
の
私
欲
と
有
限
の
婆
婆
、
 
 

（
義
理
人
情
の
浮
世
）
と
の
乱
轢
な
り
。
「
盲
我
」
と
「
自
然
」
と
の
衝
突
也
。
世
間
を
知
ら
ぬ
我
俵
者
と
世
間
と
の
撞
着
な
り
。
」
と
あ
る
。
 
 

（
3
1
）
 
ほ
と
く
或
理
想
衰
が
訳
し
た
る
『
テ
ム
ペ
ス
ト
』
の
理
想
を
も
凌
が
ん
と
せ
‖
ソ
・
「
或
理
想
家
」
ほ
未
詳
。
こ
こ
で
は
『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
 
 

に
比
さ
れ
て
い
る
が
、
遼
遠
の
浄
瑠
璃
評
『
女
殺
泊
地
獄
』
で
は
、
お
吉
を
殺
し
た
与
兵
衛
の
描
写
を
ダ
ソ
カ
ソ
壬
を
殺
し
た
マ
ク
ベ
ス
の
 
 

述
懐
に
比
し
て
い
る
。
 
 

建
 
（
讐
 
勿
論
、
こ
は
理
想
の
上
の
み
の
解
な
り
・
以
下
「
美
術
家
と
し
て
の
伎
価
の
上
に
は
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、
作
品
の
芸
術
的
完
成
度
と
 
 

「
理
想
」
は
全
く
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
 
 

井
 
（
讐
 
近
松
研
究
会
・
近
代
文
学
大
系
は
「
遭
造
と
学
生
有
志
の
研
究
会
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
が
、
近
松
を
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
に
置
き
換
え
て
い
 
 

37 36 35  

る
文
脈
か
ら
考
え
て
。
一
八
七
五
年
設
立
の
S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
R
e
a
d
i
n
g
S
O
C
i
e
t
y
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
考
え
た
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
 
 

る
。
 
 

（
3
4
）
 
是
等
多
人
数
の
功
力
に
て
も
・
後
の
「
上
り
つ
ら
ん
か
し
」
に
係
る
。
近
松
の
作
品
自
体
の
価
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
松
が
英
国
に
生
 
 

ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
様
々
な
優
れ
た
批
評
家
・
研
究
家
に
よ
っ
て
も
評
価
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
彼
等
の
評
価
よ
っ
て
も
、
地
位
は
 
 

高
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
に
、
と
い
う
気
持
。
 
 

近
松
の
世
話
物
も
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
に
似
て
、
頗
る
自
然
に
肖
た
れ
ば
な
り
・
（
1
7
）
参
照
。
 
 

只
其
の
値
段
付
け
は
、
人
々
の
心
々
な
九
ぽ
こ
別
に
「
自
然
の
宝
石
」
を
「
色
々
に
値
上
げ
す
る
」
と
あ
る
の
を
受
け
る
。
 
 

古
人
の
理
解
を
聞
き
て
正
に
其
の
通
り
と
思
ふ
が
そ
の
愚
か
な
る
を
い
ふ
の
み
・
前
に
 
「
し
か
し
な
が
ら
、
斯
く
の
如
き
は
、
其
の
作
に
 
 

理
想
の
見
え
ぎ
る
故
に
あ
ら
ざ
る
か
。
」
「
理
想
大
な
り
と
は
信
け
難
し
。
」
と
述
べ
て
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
理
想
を
高
尚
で
あ
る
と
断
言
 
 

す
る
古
人
の
見
解
を
退
け
た
部
分
か
ら
続
い
て
く
る
。
な
ぜ
、
シ
工
－
ク
ス
ビ
ア
の
作
品
は
優
れ
て
い
る
の
か
。
古
人
が
い
う
よ
う
に
理
想
 
 

が
優
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
い
や
違
う
。
そ
れ
は
近
松
を
読
む
と
分
か
る
。
近
松
の
作
品
ほ
自
然
そ
の
ま
ま
だ
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
シ
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40  

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に
似
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、
理
想
が
古
人
が
い
う
よ
う
に
理
想
が
高
尚
な
の
で
は
な
く
 
 

て
、
理
想
が
現
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
古
人
が
い
う
甲
の
理
想
、
乙
の
理
想
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
は
ば
か
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
 
 

造
邁
は
西
洋
の
注
釈
者
を
批
判
す
る
。
「
余
は
欧
文
に
訳
し
て
之
れ
を
泰
西
の
文
家
に
示
し
た
く
思
ふ
な
り
」
と
抱
一
席
が
『
郵
便
報
知
新
 
 

聞
』
 
（
明
治
二
四
・
一
〇
・
二
八
）
 
で
い
う
所
以
で
あ
る
。
 
 

（
3
8
）
 
唯
美
の
理
想
を
ほ
め
て
、
大
哲
学
者
の
如
く
高
し
と
い
ふ
は
信
け
難
し
・
邁
造
は
「
理
想
」
を
あ
く
ま
で
、
作
品
に
現
れ
る
「
人
間
の
性
情
 
 

を
活
動
せ
し
む
る
伎
備
」
、
「
比
喩
の
妙
」
「
想
像
の
妙
」
「
其
の
着
想
の
妙
」
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
。
 
 

（
3
9
）
 
む
し
ろ
其
の
没
理
想
な
る
を
た
1
ふ
ぺ
き
の
み
・
作
品
に
作
者
の
「
理
想
」
が
現
れ
て
い
な
い
こ
と
を
讃
え
る
べ
き
だ
。
（
2
3
）
参
照
。
な
 
 

お
、
今
ま
で
の
 
「
理
想
」
は
作
者
の
人
生
観
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
の
「
没
理
想
」
は
ド
ラ
マ
の
客
観
性
、
つ
ま
 
 

り
「
理
想
」
（
人
生
観
）
が
現
れ
て
い
な
い
さ
ま
を
給
し
て
い
る
。
こ
の
用
語
の
乱
れ
を
鴎
外
は
早
速
指
摘
す
る
（
「
早
稲
田
文
学
の
没
理
想
」
）
。
 
 

（
4
2
）
 
没
理
想
必
ず
し
も
大
理
想
な
る
に
は
あ
ら
ず
、
小
理
想
も
ま
た
没
理
想
と
見
ゆ
る
こ
と
あ
り
・
直
前
に
作
者
を
持
ち
出
し
て
い
る
点
、
し
 
 

か
も
次
に
嬰
児
の
例
が
引
か
れ
て
い
る
点
を
考
え
る
と
、
人
生
観
と
し
て
の
「
没
理
想
」
 
（
こ
れ
は
本
文
中
に
、
遼
遠
の
定
義
は
な
い
が
、
 
 

「
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
」
よ
り
も
知
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
悟
り
で
あ
る
。
）
を
持
っ
て
い
る
人
物
は
、
い
つ
も
人
生
観
が
「
大
理
想
」
 
 

で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
生
観
が
「
小
理
想
」
で
あ
る
人
物
で
も
、
人
生
観
と
し
て
の
「
没
理
想
」
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
 
 
 

有
と
無
と
は
〓
に
し
て
一
な
ら
ざ
れ
ば
に
や
■
 
「
落
葉
の
は
き
よ
せ
」
三
籠
め
に
「
有
無
と
い
ふ
も
の
二
ツ
あ
る
や
う
に
お
も
ふ
か
常
な
れ
 
 

と
よ
く
お
も
ひ
究
む
れ
は
限
に
触
る
所
よ
り
云
へ
は
二
ツ
に
し
て
そ
れ
か
存
在
よ
り
云
へ
ば
一
ツ
な
る
へ
し
 
有
と
は
無
な
ら
さ
る
な
り
無
 
 

と
は
有
な
ら
さ
る
な
り
有
を
去
れ
は
そ
れ
か
無
に
し
て
無
と
い
ふ
も
の
別
に
存
す
る
に
は
あ
ら
す
」
と
あ
る
。
「
有
理
想
」
か
「
無
理
想
」
 
 

か
と
い
う
対
立
な
ら
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
は
「
有
理
想
」
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
大
か
小
か
と
い
う
こ
と
に
な
 
 

れ
ば
、
当
然
大
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
人
は
皆
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
「
大
理
想
」
と
し
た
わ
け
だ
が
、
有
無
の
対
 
 

立
を
認
め
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
論
理
は
や
が
て
鴎
外
の
非
難
の
対
象
と
 
 

な
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

其
の
作
者
を
神
の
如
く
、
聖
人
の
如
く
、
ま
た
至
人
の
如
く
許
し
た
る
も
の
あ
れ
ど
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
い
 
 

が
、
優
れ
た
作
家
一
般
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
当
時
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
ペ
リ
ソ
ス
キ
ー
傾
倒
時
代
の
二
葉
亭
四
迷
 
 

や
嵯
峨
の
屋
お
宅
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
作
者
を
神
や
聖
人
に
見
立
て
る
見
解
を
持
ち
出
す
こ
と
は
、
作
者
の
「
理
想
」
を
 
 

念
頭
に
お
く
こ
と
に
な
る
。
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が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
読
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ア
の
作
は
「
没
理
想
」
で
あ
る
か
ら
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
 
 

ア
の
人
生
観
た
る
「
理
想
」
の
大
小
は
云
々
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
人
生
観
が
「
小
理
想
」
で
あ
っ
て
も
、
優
れ
た
作
品
を
生
む
 
 

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
文
脈
で
読
む
と
、
作
品
の
客
観
性
を
指
す
「
没
理
想
」
の
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
造
造
の
中
で
、
 
 

人
生
観
と
し
て
の
「
没
理
想
」
と
作
品
の
客
観
性
を
指
す
「
没
理
想
」
と
は
無
媒
介
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
の
ち
に
鴎
外
の
批
判
（
「
早
稲
 
 

田
文
学
の
没
理
想
」
）
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
遵
造
の
中
で
、
人
生
観
と
し
て
の
「
没
理
想
」
を
得
た
作
家
は
「
没
理
想
」
の
作
 
 

品
を
創
作
で
き
る
、
と
い
う
無
条
件
の
前
提
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
真
理
」
を
感
得
し
た
な
ら
ば
、
優
れ
た
作
家
た
 
 

り
う
る
と
考
え
て
い
た
二
葉
亭
の
発
想
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
の
ち
の
 
「
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
」
 
（
明
治
二
五
二
）
 
で
 
「
没
理
 
 

想
」
は
「
大
理
想
」
を
求
め
か
ね
て
の
方
便
で
あ
る
と
の
発
言
も
、
「
真
理
」
を
求
め
か
ね
て
、
悟
り
を
目
指
し
た
二
葉
亭
に
重
ね
あ
わ
せ
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
前
掲
坂
井
論
文
）
こ
こ
で
、
「
小
理
想
」
で
も
、
「
没
理
想
」
た
り
う
る
、
つ
ま
り
、
知
識
を
無
限
に
持
つ
大
智
学
者
 
 

の
よ
う
な
も
の
で
な
く
と
も
悟
り
の
境
地
に
達
し
得
る
、
と
い
う
考
え
方
は
は
、
二
葉
亭
が
「
真
理
」
を
求
め
て
果
た
せ
ず
、
単
に
「
安
 
 

心
」
の
境
地
を
目
指
し
た
の
と
同
様
に
、
方
便
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
4
3
）
 
嬰
児
の
彼
の
極
め
て
小
な
る
是
れ
苓
欲
（
恵
）
と
も
見
る
ペ
く
、
無
欲
（
善
）
と
も
見
る
ペ
し
・
こ
こ
に
も
仏
教
的
発
想
が
見
ら
れ
る
。
無
 
 

我
の
赤
ん
坊
の
心
は
、
し
ば
し
ば
悟
り
の
境
地
に
例
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
有
軟
か
つ
無
欲
で
あ
る
か
ら
、
「
投
理
想
」
に
、
有
即
無
、
及
 
 

び
無
我
の
境
地
を
見
出
だ
そ
う
と
し
て
い
た
造
造
に
は
、
自
然
な
喩
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
有
即
無
も
無
我
の
境
地
も
人
生
観
と
し
て
の
「
没
 
 

理
想
」
と
の
関
係
は
深
い
に
し
て
も
、
ド
ラ
マ
の
客
観
性
を
表
す
「
没
理
想
」
と
は
直
接
に
は
関
係
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
嬰
 
 

児
が
な
ぜ
「
没
理
想
」
な
の
か
と
い
え
ば
、
嬰
児
は
自
分
で
自
分
に
つ
い
て
注
釈
し
な
い
か
ら
だ
、
す
な
わ
ち
、
作
品
の
中
で
、
作
中
人
物
 
 

に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
客
観
性
が
保
証
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
と
い
う
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
の
「
没
理
想
」
に
よ
っ
て
説
 
 

明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

（
4
4
）
 
鬼
‡
が
一
句
「
な
ん
で
秋
の
来
た
と
も
見
え
ず
心
か
ら
」
此
の
一
七
辛
、
強
い
て
解
釈
の
辞
を
作
ら
ば
、
或
ひ
は
仏
教
も
痕
ふ
ぺ
く
、
或
ひ
 
 

は
東
西
哲
学
の
幾
大
系
を
も
埋
む
ぺ
L
・
「
文
界
名
所
 
底
知
ら
ず
の
湖
」
で
は
、
芭
蕉
の
「
古
池
」
の
句
を
引
い
て
、
同
様
の
比
喩
が
な
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
4
5
）
 
木
内
宗
吾
の
義
挙
に
は
詳
伝
な
く
、
木
内
宗
吾
の
本
名
は
木
内
惣
五
郎
・
通
称
は
佐
倉
宗
吾
。
江
戸
初
期
の
百
姓
一
揆
の
伝
説
的
な
指
導
者
 
 

で
、
家
光
に
直
訴
、
死
罪
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
彼
に
関
す
る
文
献
は
、
後
世
の
も
の
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の
内
容
も
矛
盾
し
て
い
る
と
い
 
 

う
が
、
彼
に
つ
い
て
は
、
実
に
多
く
の
実
録
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
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畢
責
ず
る
に
、
鬼
‡
ら
俳
人
の
作
に
は
、
当
人
の
注
釈
無
く
、
木
内
葉
書
の
義
挙
に
は
詳
伝
な
く
、
嬰
児
の
臼
に
は
言
語
無
き
ゆ
え
解
釈
見
 
 

る
者
の
心
次
第
な
り
・
作
品
に
つ
い
て
説
明
し
な
い
こ
と
が
、
客
観
性
を
保
証
す
る
と
い
う
、
創
作
技
法
上
の
見
解
で
あ
る
が
、
二
葉
亭
が
 
 

「
わ
れ
は
明
か
に
絶
対
の
黙
識
す
べ
く
理
解
す
べ
か
ら
さ
る
を
知
る
 
絶
対
無
限
な
と
い
ひ
て
形
容
す
る
と
き
ほ
既
に
英
美
を
失
へ
る
を
知
 
 

る
」
（
「
落
葉
の
は
き
よ
せ
」
三
籠
め
）
と
い
う
よ
う
に
、
説
明
で
は
真
理
を
表
わ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
真
理
ほ
た
だ
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
の
み
で
あ
る
、
と
の
真
理
観
が
背
後
に
見
え
る
よ
う
に
思
え
る
。
 
 

（
4
7
）
 
小
説
の
体
に
て
綴
り
L
な
ら
ば
、
幾
段
か
値
段
を
下
し
1
な
る
ぺ
L
。
其
の
叔
事
の
中
に
、
お
の
が
理
想
の
あ
ら
は
る
1
こ
と
を
避
け
が
た
 
 

か
る
ペ
き
が
故
な
り
・
小
説
で
は
作
中
人
物
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
作
者
の
理
想
は
必
ず
現
れ
、
作
品
の
客
観
 
 

性
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
造
遥
の
見
解
。
以
下
、
例
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
見
解
は
、
の
ち
に
「
没
理
想
」
は
「
没
挿
評
」
か
と
い
 
 

う
鴎
外
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
（
「
途
造
子
と
烏
有
先
生
と
」
）
 
 

れ
。
」
と
あ
る
。
 
 

（
5
2
）
 
没
理
想
の
詩
の
無
限
の
興
味
は
実
に
其
の
度
量
の
大
洋
の
如
き
所
に
あ
る
な
り
。
・
（
6
）
参
照
。
 
 
 

芭
蕉
が
『
古
池
』
の
句
・
（
4
4
）
参
照
。
 
 

『
源
語
』
・
源
氏
物
語
。
『
小
説
神
髄
』
で
盛
ん
に
引
か
れ
る
。
 
 

予
は
没
理
想
の
作
を
理
想
を
も
て
評
釈
す
る
こ
と
の
い
と
い
と
要
な
か
る
ぺ
き
を
信
ず
る
・
作
者
が
「
没
理
想
」
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

「
没
理
想
」
の
作
品
が
成
立
す
る
の
だ
か
ら
、
批
評
家
も
「
没
理
想
」
の
態
度
で
臨
ま
な
け
れ
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
三
段
階
の
考
え
方
に
 
 

な
っ
て
い
る
。
 
 

若
L
夫
れ
全
体
の
解
釈
は
、
読
者
み
づ
か
ら
之
れ
を
な
せ
・
「
若
し
夫
れ
」
は
説
き
起
こ
し
の
語
。
そ
も
そ
も
。
読
者
自
身
が
、
作
品
か
ら
 
 

「
理
想
」
を
感
得
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
遥
遠
の
主
張
。
読
け
て
『
早
稲
田
文
学
』
に
善
か
れ
た
「
我
に
あ
ら
ず
し
て
汝
に
あ
り
」
 
（
明
 
 

治
二
四
二
一
二
五
）
に
は
「
大
帰
一
の
無
上
の
良
策
ほ
、
我
が
文
章
の
上
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
汝
が
没
理
想
の
心
中
に
こ
そ
あ
る
べ
け
 
 


